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東北大学大学院医学系研究科では、東日本大震災で被害を受けた宮城県内の各地域におけ

る保健衛生システムの復興に向けた支援を行うことを目的に、本日、本研究科内に地域保

健支援センターを設置いたしましたので、ご案内申し上げます。 
 

（趣旨） 
東日本大震災の発生直後から、東北大学大学院医学系研究科は被災者の生命と健康を守る

ために被災地に対する緊急医療支援を行ってきました。 
一方、大震災から 1 カ月余が経過して、被災者の保健医療ニーズも大きく変わってきまし
た。震災直後には救急医療を中心としたニーズが主要なものでしたが、これからは中長期

的な視点から被災地域全体の住民の健康を守っていくことが重要な課題となっています。 
しかし被災地域では、これまで地域の健康を担っていた保健衛生システムそのものが壊滅

的な被害を受けており、十分な機能を発揮できないところも少なくありません。被災地の

保健衛生システムをできるだけ早く復興させることは、生き残った被災者の生命と健康を

守るうえで、そして被災地域の復興を進めるうえで、絶対に欠かせないことであります。 
そこで今回の震災で最も甚大な被害を受けた宮城県にある東北大学大学院医学系研究科は

その総力を結集して、被災地における保健衛生システムの復興に向けた支援を行うことを

目的として、地域保健支援センターを設置いたします。 
 
（組織） 
・ センター長：辻� 一郎（公衆衛生学分野） 

副センター長：押谷� 仁（微生物学分野）、平野かよ子（国際看護管理学分野） 
・ プロジェクト・チーム：地域保健の支援に係る８つの課題について業務を遂行します。

プロジェクト・チームのリーダーは本研究科教授が務めます。本研究科教職員と学生

に加えて、必要に応じて学外の専門職の方々や職能団体にもご参加いただく予定です。 
 

（連絡先） 
� 980-8575  仙台市青葉区星陵町２－１ 
� 東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野内� � � 地域保健支援センター 
� 電話：022-717-8123� � ファックス：022-717-8125 
�  



（業務内容） 
宮城県および被災自治体との協議に基づき、本センターは以下の業務を実施します。 
1) 住民の保健ニーズ（生活環境・衛生状態、心身の健康状態など）や地域における保健衛
生ニーズに関する調査の実施 

2) 調査結果に基づき、地域の保健衛生システムの復興に向けた提言の作成 
3) 保健サービスの提供（保健指導・健康教育、感染予防、精神保健、母子保健、運動指導、
栄養指導、介護予防など） 

4) 保健衛生行政全般に対する助言 
これらの業務は、被災地の保健衛生システムの復興を支援する立場から、宮城県および当

該自治体との緊密な協力関係のもとで実施いたします。 
 
（プロジェクト・チームの業務内容とリーダー） 
1) 地域調査：住民の保健ニーズや地域の保健衛生ニーズに関する調査を実施し、システム
復興に向けた提言を行います。 
リーダー：辻� 一郎（公衆衛生学分野）�  

2) 保健指導・健康教育：住民の保健衛生上の問題に対して指導や健康教育を行うとともに、
当該地域の保健師や保健関連職種に助言を行います。 
リーダー：平野� かよ子（国際看護管理学分野） 

3) 感染予防：感染リスクを評価し、その予防に向けた指導助言を地域住民や保健師・保健
関連職種に対して行います。 
リーダー：押谷� 仁（微生物学分野） 

4) 精神保健：精神保健に関する住民の現状やニーズを評価し、支援が必要とされる住民に
支援を行うとともに、指導助言を地域住民や保健師・保健関連職種に対して行います。 
リーダー：松岡� 洋夫（精神神経学分野）�  

5) 母子保健：母子保健に関する住民の現状やニーズを評価し、支援が必要とされる住民に
支援を行うとともに、指導助言を地域住民や保健師・保健関連職種に対して行います。 
リーダー：八重樫� 伸生（婦人科学分野・周産期医学分野） 

6) 運動指導：運動機能や日常生活での身体活動量などを評価し、住民に運動指導を行うと
ともに、指導助言を地域住民や保健師・保健関連職種に対して行います。 
リーダー：永富� 良一（運動学分野） 

7) 栄養指導：住民の食生活や栄養状態などに関する現状やニーズを評価し、住民に支援を
行うとともに、指導助言を地域住民や保健師・保健関連職種に対して行います。 
リーダー：南� 優子（地域保健学分野） 

8) 介護予防：被災者には高齢者が多く、不活発な生活のなかで廃用症候群を来たすことな
どにより、要介護状態に陥ることが今後懸念されています。そこで、高齢被災者を対象

に要介護発生リスクを評価し、必要とされる者に介護予防サービスを提供するとともに、

指導助言を地域住民や保健師・保健関連職種に対して行います。 
リーダー：辻� 一郎（公衆衛生学分野） 



地域保健支援センターの概要

東北大学大学院医学系研究科 宮城県内の被災自治体

［現状］

・保健衛生システムに甚大な被害

・被災者の健康リスク増大

・保健医療のマンパワー不足

多くの分野による学際体制

・公衆衛生学 ・感染症学
・国際看護管理学
・産婦人科学 ・精神神経学
・運動学 ・地域保健学など

・保健衛生システムの復興

・被災者の健康、安心と安全

被災自治体の復興と再生

地域保健支援センター

８つのプロジェクトチーム

・地域調査 ・保健指導
・感染予防 ・精神保健
・母子保健 ・運動指導
・栄養指導 ・介護予防

調査とアセスメント

システム復興への提言

保健サービスの提供

支援要請
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